もな もの は 金 貸であった ろうと、 想像され ますし、 ま 

た、 彼 は 刻苦 精励して 産 を 成した の だと 推察され ます。 

六十 五 歳に なった 頃の 元は、 豪奢な 邸宅に 住み、 多 

く の 召使に か しずかれ ながら、 ど ， J となく 淋し い 影 を、 

その 肥った 老体に 漂わして いました。 顔の 皮膚 は 浅黒 

く 強靭そう です が、 皺よ つた 広い額と 大きな 低い 鼻と 

の 間に、 両眼が しょんぼり 凹んで いました。 

知友 はごく 少く、 出入りす る 者 は 怪しげな 身分の 者 

が 多い ようでした。 妻 は 二 年 前に 病死し、 二十 五 歳 前 

後の 男子が 三人 ありました。 この 子供た ちの 年齢が 彼 

の 年齢と 距 りの 多 いのも、 彼の 出身 を 物語って る もの 



「それならば、 いってき かせる が、 私の 財産 は 致命的 

な 打撃 を 受けて るの だ。 破産す るの も 間 も あるまい。 

どうしてそう なつ たかは、 今 はいえない。 いよいよの 

時にはき かして あげる。 とにかく、 覚悟して おくが よ 

かろう ご 

「お父さん …… ご 

元は それ を 手で 刺して、 室から 退けました。 

やがて、 三男の 三英が はいって きました。 

元は 彼 を 自分の 横に 坐ら せました。 そして じっと、 

彼の 弱々 しい 感傷的な 様子 を 眺めて、 暫く 黙って いま 

した。 それから 溜 ft をつ いて、 徐ろにい いだし ました 
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